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†猪書対策協議会で真剣に討議をおこなう関係者

1買い上げられた移しいイノシシの下顎 (国頭村役所)
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1根元からひきぬかれたパインの株

Jイノシシに喰い荒されたキビ畑

二
二
年
間
の
汗
の
結
晶
も
こ
ら
ん
の
と
お
り

†意見を述べる普及員

Jイノシシの子 (縞があるので爪坊といわれる)
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糖業ならびにパイン産業の発展に伴って,山地におけるサ トウキビおよびパインの栽培両統が急 ☆

激に増Imしてきたが,それと同痔にイノシシによる被害も年ごとに増hLiL,昨年度は,全琉でバイ 玲

ンだけでも約12,000ドルが唄い鬼されている｡

農作物がこれまでの平地故実の凝園を越えてイノシシの横行するILl地に進出したので,当初から ☆

ある程度の彼等は予J@されてはいたが,それにしても昨今の被害の状況には目にあまるものがある｡額

措告の防除対策は従来いろいろな方法で行なわれていたが,目だった効果もなく,逆にイノシシ ☆

の食物が盟欝になったこととイノシシの多産性から,イノシシの監昆数は年 増々加の傾向にある. ☆

紺青はJJ'除の要訣はまず猪の習性を i･分に知り,それに益ずいて適切な対策を訴ずることであるO 玲

ii･つた7月1511,イノシシに触する知識を普及すると共に,これまで行なわれてきた,luJJ除方法 ☆

を再検討して合召排付な方法を確立するために,琉球政府農林属と琉球大学農学部の共催で,指笛対 卒

然協議会が,名護 (農林漁業中央金庫北部支所ホール)で開催された｡･･････.･･-･･‥･･･-- ･････.･･- 額

協議会には,約40名の関係省が参加lして,今後の猫等対X.のあり方などについて六剣に討議をお 玲

こなった｡今回は,この協議会を中心にイノシシについて編娼した｡･･･-･･････････--････一編集係- ☆

あ い さ つ

沖縄北部町村とくに国頭 ,東 ,大宜味 ,久志村

では ,近年イノシシの出没が目立っている｡成熟

キビ,/くイソ熟果 ,サツマイモなどを好んで食害

するほか植付けたばか りのキビを根 こそぎ掘 り起

こし,あるいは開花直前のパイソの新芽を食いち

ぎるなど｢=こあまるものがある｡とくに人里遠 く

離れた山中のパイン畑では ,一夜に 3,000本ほと

の新芽,kdよきとり,またキビ畑ては ,ほとんど収

穫皆無になったところもある｡

イノシシは森林動物の代表的な有害獣であるこ

とは古 くから知 られている｡

琉球のイノシシは ,今 口までの学者の研究によ

ると ,琉球の古い先住民族が ,家畜として伴って

きたものでこれが二次的に野生化 したものとみな

されている｡ しか し琉球にイノシシが生息 してい

るという記録はおよそ 490年前の朝鮮人の漂流記

のなかには じめて出ている｡すなわち ,西表島に

イノシシがいて 島民はヤ リを ひっさげ 犬をつれ

て ,これを猟 しているとあるが ,当時の農作物の

被害状況については別にふれていないo

今か らおよそ75年前 ,笹森儀助氏の南島探検に

よると ｢島民は自分で食べるのにさえ充分でない

のに各戸必ず 3-数匹の犬を飼っている｡ しか し

それは特別にかわいがるのではなく,イノシシの

害に備えている｡村の周囲に石垣をめぐらしても

なおこと足 らず ,犬をもって防御にあてている云

〟---｣と述べられている｡ これによって当時イ

ノシシの害の多かったことが うかがわれる｡

琉球では ,3年ほど前か らイノシシによる農作

物の被害がひ どくなっている｡それは次の理由に

よるものと思われる｡

1. イノシシは ,どんな｢】然環境にも適応できる

能力をもってお り,また人類文化の発展に伴っ

てイノシシも利 口になっている｡

2. 数年前か ら山地農業ブームにのって新 しい踊

墾地が 旧猪垣を越え ,その内側に 進出 してい

る｡そのためイノシシは ,食物の質と畳に恵ま

れ ,その生育と繁殖が助長された｡

3. イノシシの数がふえるにつれて群れで移動す

ることが多 く,単独の場合に比較 して人をおそ

れず ,日中でも活動するようになり,またその

行動範囲が広 くなった｡

関係町村では ,従来猪垣の 補修 ,柵の新設 ,

捕獲奨励などに よって その防除に あたっている

が ,それほどの効果は期待できないので ,農家は

悲鳴をあげている｡そのままに してお くと農家の

生産意欲を失わせることになるので ,町村当局も
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